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特長
AD5334：24ピンTSSOPのクワッド8ビットDAC
AD5335：24ピンTSSOPのクワッド10ビットDAC
AD5336：28ピンTSSOPのクワッド10ビットDAC
AD5344：28ピンTSSOPのクワッド12ビットDAC
低消費電力動作：3Vで500μA、5Vで600μA
パワーダウン：PDピンを使い3Vで80nA、5Vで200nAまで
電源：2.5～5.5V
ダブルバッファ入力ロジック
全コードに対する単調性を設計により保証
出力範囲：0～VREFまたは0～2×VREF
0Vへのパワーオン・リセット
LDACピンの非同期CLR機能を使うDAC出力の同時更新
低消費電力のパラレル・データ・インターフェース
レールtoレール出力のバッファ・アンプを内蔵
温度範囲：－40～＋105℃

アプリケーション
バッテリ駆動のポータブル機器
ゲインとオフセットのデジタル調整
プログラマブルな電圧／電流源
プログラマブルな減衰器
工業用プロセス制御

概要
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344は、それぞれ8/10/12ビットの
クワッドDACです。これらのデバイスは、2.5～5.5V電源で動作し、
3Vでの消費電力はわずか500μA、さらに電流を80nAまで減少
させるパワーダウン・モードを備えています。また、出力を両電源レ
ールまで駆動できる出力バッファも内蔵しています。
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344は、パラレル・インターフェース
を内蔵しています。
CSはデバイスを選択し、データはWRの立ち上がりエッジで入力レ
ジスタにロードされます。
AD5334/AD5336のGAINピンを使うと、出力範囲を0V～VREFま

たは0V～2×VREFに設定できます。

DACに対する入力データはダブルバッファされているため、LDAC
ピンを使ってシステム内の複数のDACを同時に更新できます。
AD5334/AD5335/AD5336には、非同期のCLR入力も用意されて
おり、入力レジスタとDACレジスタの値をゼロにリセットできます。
これらのデバイスは、パワーオン・リセット回路を内蔵しており、この
回路により、パワーアップ時にDAC出力を0Vにし、デバイスに対す
る有効な書き込みが行われるまでこの0Vを維持できます。
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344は、薄型シュリンク・スモー
ル・アウトライン・パッケージ（TSSOP）を使用しています。
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Bバージョン2

パラメータ1 Min Typ Max 単位 条件／備考
DC性能3、4

AD5334
分解能 8 ビット
相対精度 ±0.15 ±1 LSB
微分非直線性 ±0.02 ±0.25 LSB 全コードに対する単調性を設計により保証

AD5335/AD5336
分解能 10 ビット
相対精度 ±0.5 ±4 LSB
微分非直線性 ±0.05 ±0.5 LSB 全コードに対する単調性を設計により保証

AD5344
分解能 12 ビット
相対精度 ±2 ±16 LSB
微分非直線性 ±0.2 ±1 LSB 全コードに対する単調性を設計により保証

オフセット誤差 ±0.4 ±3 FSRの%
ゲイン誤差 ±0.1 ±1 FSRの%
下側デッドバンド5 10 60 mV 下側デッドバンドはオフセット誤差が負の場合のみ存在
上側デッドバンド 10 60 mV VDD＝5V。上側デッドバンドはVREF＝VDDの場合のみ存在
オフセット誤差ドリフト6 －12 FSR/℃のppm
ゲイン誤差ドリフト6 －5 FSR/℃のppm
DC電源変動除去比6 －60 dB ΔVDD＝±10%
DCクロストーク6 200 μV RL＝2kΩ（GNDに接続）、2kΩ（VDDに接続）、

CL＝200pF （GNDに接続）

DACリファレンス入力6

VREF入力範囲 0.25 VDD V
VREF入力インピーダンス 180 kΩ ゲイン＝1。入力インピーダンス＝RDAC（AD5336/AD5344）

90 kΩ ゲイン＝2。入力インピーダンス＝RDAC（AD5336）
90 kΩ ゲイン＝1。入力インピーダンス＝RDAC（AD5334／AD5335）
45 kΩ ゲイン＝2。入力インピーダンス＝RDAC（AD5334）

リファレンス・フィードスルー －90 dB 周波数＝10kHz
チャンネル間アイソレーション －90 dB 周波数＝10kHz

出力特性6

最小出力電圧4、7 0.001 V min レールtoレール動作
最大出力電圧4、7 VDD－0.001 V max
DC出力インピーダンス 0.5 Ω
短絡電流 50 mA VDD＝5V

20 mA VDD＝3V
パワーアップ時間 2.5 μs パワーダウン・モードから。VDD＝5V

5 μs パワーダウン・モードから。VDD＝3V

ロジック入力6

入力電流 ±1 μs
VIL、入力ロー電圧 0.8 V VDD＝5V±10%

0.6 V VDD＝3V±10%
0.5 V VDD＝2.5V

VIH、入力ハイ電圧 2.4 V VDD＝5V±10%
2.1 V VDD＝3V±10%
2.0 V VDD＝2.5V

ピン容量 3.5 pF

電源条件
VDD 2.5 5.5 V
IDD（通常モード） 全DACがアクティブ、負荷電流を除く。
VDD＝4.5～5.5V 600 900 μA VIH＝VDD、VIL＝GND
VDD＝2.5～3.6V 500 700 μA VREF＞VDD－100mVで、IDDは50μA増加。

IDD（パワーダウン・モード）
VDD＝4.5～5.5V 0.2 1 μA
VDD＝2.5～3.6V 0.08 1 μA

注
1. 用語集を参照。
2. 温度範囲：Bバージョン：－40～＋105℃、 25℃でのtyp値
3. 直線性はコード範囲を縮小してテストしています。AD5334：コード8～255、AD5335/AD5336：コード28～1023、AD5344：コード115～4095。
4. 出力無負荷でテストしたDC仕様。
5. これはxコードに対応します。x＝デッドバンド電圧／LSBサイズ。
6. 設計と特性により保証しますが、出荷テストは行いません。
7. アンプ出力が最小電圧に到達するためには、オフセット誤差は負である必要があります。アンプ出力が最大電圧に到達するためには、VREF＝VDDかつ“オフセットとゲインの和”のオフセット誤差は
正である必要があります。

仕様は予告なく変更されることがあります。

（特に指定のない限り、VDD＝2.5～5.5V、VREF＝2V、RL＝2kΩ（GNDに接続）、CL＝200pF（GNDに接続）、TMIN～TMAXで全仕様を規定）
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AC特性1

（特に指定のない限り、VDD＝2.5～5.5V、RL＝2kΩ（GNDに接続）、CL＝200pF（GNDに接続）、TMIN～TMAXで全仕様を規定）

Bバージョン3

パラメータ2 Min Typ Max 単位 条件／備考
出力電圧セトリング・タイム VREF＝2V。図20参照
AD5334 6 8 μs 1/4スケールから3/4スケールに変化（40Hex～C0Hex）
AD5335 7 9 μs 1/4スケールから3/4スケールに変化（100Hex～300Hex）
AD5336 7 9 μs 1/4スケールから3/4スケールに変化（100Hex～300Hex）
AD5344 8 10 μs 1/4スケールから3/4スケールに変化（400Hex～C00Hex）

スルーレート 0.7 V/μs
主要コード変化時のグリッチ電力 8 nV-s 主要キャリーの付近で1 LSB変化
デジタル・フイードスルー 0.5 nV-s
デジタル・クロストーク 3 nV-s
アナログ・クロストーク 0.5 nV-s
DAC間クロストーク 3.5 nV-s
マルチプル帯域幅 200 kHz VREF＝2V±0.1Vp-p。バッファなしモード
合計高調波歪み －70 dB VREF＝2.5V±0.1Vp-p。周波数＝10kHz

注
1. 設計と特性により保証しますが、出荷テストは行いません。
2. 用語集を参照。
3. 温度範囲：Bバージョン：－40～＋105℃、 25℃でのtyp値

仕様は予告なく変更されることがあります。

タイミング特性1、2、3

パラメータ TMIN、TMAXでの規定値 単位 条件／備考

t1 0 ns min CSからWRまでのセットアップ・タイム
t2 0 ns min CSからWRまでのホールド・タイム
t3 20 ns min WRのパルス幅
t4 5 ns min データ、GAIN、HBENセットアップ・タイム
t5 4.5 ns min データ、GAIN、HBENホールド・タイム
t6 5 ns min 同期モード。WRの立ち下がりからLDACの立ち下がりまで。
t7 5 ns min 同期モード。LDACの立ち下がりからWRの立ち上がりまで。
t8 4.5 ns min 同期モード。WRの立ち上がりからLDACの立ち上がりまで。
t9 5 ns min 非同期モード。LDACの立ち上がりからWRの立ち上がりまで。
t10 4.5 ns min 非同期モード。WRの立ち上がりからLDACの立ち下がりまで。
t11 20 ns min LDACのパルス幅
t12 20 ns min CLRのパルス幅
t13 50 ns min WRサイクル間の時間。
t14 20 ns min A0、A1のセットアップ・タイム
t15 0 ns min A0、A1のホールド・タイム

（特に指定のない限り、VDD＝2.5～5.5V、TMIN～TMAXで全仕様を規定）

注
1. 設計と特性により保証しますが、出荷テストは行いません。
2. すべての入力信号はtr＝tf＝5ns（VDDの10～90%）で規定し、
（VIL＋VIH）／2の電圧レベルからの時間とします。
3. 図1を参照してください。

仕様は予告なく変更されることがあります
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図1 パラレル・インターフェースのタイミング図
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注意
ESD（静電放電）の影響を受けやすいデバイスです。4000Vもの高圧の静電気が人体やテスト装置に容易に帯電し、
検知されることなく放電されることがあります。本製品には当社独自のESD保護回路を備えていますが、高エネル
ギーの静電放電を受けたデバイスには回復不可能な損傷が発生することがあります。このため、性能低下や機能喪
失を回避するために、適切なESD予防措置をとるようお奨めします。

WARNING!

ESD SENSITIVE DEVICE

絶対最大定格（特に指定のない限り、TA＝25℃）
VDD～GND ････････････････････････････････－0.3～＋7V

デジタル入力電圧～GND ･････････････－0.3V～VDD＋0.3V

デジタル出力電圧～GND ･････････････－0.3V～VDD＋0.3V

入力リファレンス～GND ･････････････－0.3V～VDD＋0.3V

VOUT～GND ･････････････････････････－0.3V～VDD＋0.3V

動作温度範囲
工業用（Bバージョン）･････････････････－40～＋105℃

保管温度範囲････････････････････････････－65～＋150℃
接合温度････････････････････････････････････････150℃
TSSOPパッケージ
ワット損･･･････････････････ （TJ max－TA））／θJAmW

θJA熱インピーダンス（24ピンTSSOP）･････････128℃/W

θJA熱インピーダンス（28ピンTSSOP）････････97.9℃/W

θJC熱インピーダンス（24ピンTSSOP）･･････････42℃/W

θJC熱インピーダンス（28ピンTSSOP）･･････････14℃/W

ハンダ接合
ピーク温度････････････････････････････220＋5／－0℃
ピーク温度の継続時間･･･････････････････････10～40秒

パッケージ・
モデル 温度範囲 パッケージ オプション*

AD5334BRU －40～＋105℃ TSSOP （薄型シュリンク・スモール・アウトライン・パッケージ） RU-24
AD5335BRU －40～＋105℃ TSSOP （薄型シュリンク・スモール・アウトライン・パッケージ） RU-24
AD5336BRU －40～＋105℃ TSSOP （薄型シュリンク・スモール・アウトライン・パッケージ） RU-28
AD5344BRU －40～＋105℃ TSSOP （薄型シュリンク・スモール・アウトライン・パッケージ） RU-28

オーダー・ガイド

* 上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えると、デバイスに永久的な損傷を与えることが
あります。この定格はストレス定格の規定のみを目的とするものであり、この仕様の動作セ
クションに記載する規定値以上でのデバイス動作を定めたものではありません。デバイスを
長期間絶対最大定格条件に置くと、デバイスの信頼度に影響を与えることがあります。
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ピン
番号 記号 機能

1 VREFC/D DAC CとDAC Dのバッファなしのリファレンス入力。
2 VREFA/B DAC AとDAC Bのバッファなしのリファレンス入力。
3 VOUTA DAC A出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
4 VOUTB DAC B出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
5 VOUTC DAC C出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
6 VOUTD DAC D出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
7 GND デバイス上の全回路に対するグラウンド・リファレンス・ポイント。
8 CS アクティブ・ローのチップ・セレクト入力。WRと組み合わせて、パラレル・インターフェースへのデータの書

き込みに使用します。
9 WR アクティブ・ローの書き込み入力。CSと組み合わせて、パラレル・インターフェースへのデータの書き込みに

使用します。
10 A0 書き込みを行うDACを選択するLSBアドレス・ピン。
11 A1 書き込みを行うDACを選択するMSBアドレス・ピン。
12 LDAC DACレジスタを入力レジスタ値で更新するアクティブ・ローのコントロール入力。この信号を使うと、全DAC

出力を同時に更新できます。
13 PD パワーダウン・ピン。このアクティブ・ローのコントロール・ピンにより、全DACをパワーダウン・モードに

します。
14 VDD 電源ピン。これらのデバイスは2.5～5.5Vの電源で動作でき、電源は10μFと0.1μFのパラレル接続したコンデン

サにより、GNDからデカップリングする必要があります。
15～22 DB0～DB7 8本のパラレル・データ入力。DB7がこれら8ビットのMSB。
23 GAIN ゲイン・コントロール・ピン。DAC出力範囲0～VREFまたは0～2×VREFを選択します。
24 CLR すべての入力レジスタとDACレジスタをゼロにクリアするアクティブ・ローの非同期コントロール入力。

AD5334ピン機能説明

AD5334機能ブロック図 AD5334ピン配置
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レジスタ�

下位バイト・�
レジスタ�

上位バイト・�
レジスタ�

下位バイト・�
レジスタ� DACレジスタ�

DACレジスタ�

DACレジスタ�

DACレジスタ� 10ビットDAC

10ビットDAC

10ビットDAC

10ビットDAC

バッファ�

バッファ�

AD5335機能ブロック図 AD5335ピン配置

ピン
番号 記号 機能

1 VREFC/D DAC CとDAC Dのバッファなしのリファレンス入力。
2 VREFA/B DAC AとDAC Bのバッファなしのリファレンス入力。
3 VOUTA DAC A出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
4 VOUTB DAC B出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
5 VOUTC DAC C出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
6 VOUTD DAC D出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
7 GND デバイス上の全回路に対するグラウンド・リファレンス・ポイント。
8 CS アクティブ・ローのチップ・セレクト入力。WRと組み合わせて、パラレル・インターフェースへのデータの書

き込みに使用します。
9 WR アクティブ・ローの書き込み入力。CSと組み合わせて、パラレル・インターフェースへのデータの書き込みに

使用します。
10 A0 書き込みを行うDACを選択するLSBアドレス・ピン。
11 A1 書き込みを行うDACを選択するMSBアドレス・ピン。
12 LDAC DACレジスタを入力レジスタ値で更新するアクティブ・ローのコントロール入力。

この信号を使うと、全DAC出力を同時に更新できます。
13 PD パワーダウン・ピン。このアクティブ・ローのコントロール・ピンにより、全DACをパワーダウン・モードに

します。
14 VDD 電源ピン。これらのデバイスは2.5～5.5Vの電源で動作でき、電源はパラレル接続した10μFと0.1μFのコンデン

サによりGNDからデカップリングする必要があります。
15～22 DB0～DB7 8本のパラレル・データ入力。DB7がこれら8ビットのMSB。
23 HBEN デバイスに書き込みを行う際に、データを上位バイト・レジスタまたは下位バイト・レジスタのいずれに書き込

むかを指定します。
24 CLR すべての入力レジスタとDACレジスタをゼロにクリアするアクティブ・ローの非同期コントロール入力。

AD5335ピン機能説明
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DB8
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DB7
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入力レジスタ�
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DACレジスタ�

DACレジスタ�

DACレジスタ�

DACレジスタ�

10ビットDAC
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バッファ�

バッファ�

バッファ�

バッファ�

バッファ�

（縮尺は異なります）�

AD5336機能ブロック図 AD5336ピン配置

ピン
番号 記号 機能

1 VREFD DAC Dのバッファなしのリファレンス入力。
2 VREFC DAC Cのバッファなしのリファレンス入力。
3 VREFB DAC Bのバッファなしのリファレンス入力。
4 VREFA DAC Aのバッファなしのリファレンス入力。
5 VOUTA DAC A出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
6 VOUTB DAC B出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
7 VOUTC DAC C出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
8 VOUTD DAC D出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
9 GND デバイス上の全回路に対するグラウンド・リファレンス・ポイント。
10 CS アクティブ・ローのチップ・セレクト入力。WRと組み合わせて、パラレル・インターフェースへのデータの書

き込みに使用します。
11 WR アクティブ・ローの書き込み入力。CSと組み合わせて、パラレル・インターフェースへのデータの書き込みに

使用します。
12 A0 書き込みを行うDACを選択するLSBアドレス・ピン。
13 A1 書き込みを行うDACを選択するMSBアドレス・ピン。
14 LDAC DACレジスタを入力レジスタ値で更新するアクティブ・ローのコントロール入力。

この信号を使うと、全DAC出力を同時に更新できます。
15 PD パワーダウン・ピン。このアクティブ・ローのコントロール・ピンにより、全DACをパワーダウン・モードに

します。
16 VDD 電源ピン。これらのデバイスは2.5～5.5Vの電源で動作でき、電源はパラレル接続した10μFと0.1μFのコンデン

サによりGNDからデカップリングする必要があります。
17～26 DB0～DB9 10本のパラレル・データ入力。DB9がこれら10ビットのMSB。
27 GAIN ゲイン・コントロール・ピン。DAC出力範囲0～VREFまたは0～2×VREFを選択します。
28 CLR すべての入力レジスタとDACレジスタをゼロにクリアするアクティブ・ローの非同期コントロール入力。

AD5336ピン機能説明
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DACレジスタ� バッファ�

AD5344機能ブロック図 AD5344ピン配置

ピン
番号 記号 機能

1 VREFD DAC Dのバッファなしのリファレンス入力。
2 VREFC DAC Cのバッファなしのリファレンス入力。
3 VREFB DAC Bのバッファなしのリファレンス入力。
4 VREFA DAC Aのバッファなしのリファレンス入力。
5 VOUTA DAC A出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
6 VOUTB DAC B出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
7 VOUTC DAC C出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
8 VOUTD DAC D出力。レールtoレール動作が可能なバッファ付き出力。
9 GND デバイス上の全回路に対するグラウンド・リファレンス・ポイント。
10 CS アクティブ・ローのチップ・セレクト入力。WRと組み合わせて、パラレル・インターフェースへのデータの書

き込みに使用します。
11 WR アクティブ・ローの書き込み入力。CSと組み合わせて、パラレル・インターフェースへのデータの書き込みに

使用します。
12 A0 書き込みを行うDACを選択するLSBアドレス・ピン。
13 A1 書き込みを行うDACを選択するMSBアドレス・ピン。
14 LDAC DACレジスタを入力レジスタ値で更新するアクティブ・ローのコントロール入力。

この信号を使うと、全DAC出力を同時に更新できます。
15 PD パワーダウン・ピン。このアクティブ・ローのコントロール・ピンにより、全DACをパワーダウン・モードに

します。
16 VDD 電源ピン。これらのデバイスは2.5～5.5Vの電源で動作でき、電源はパラレル接続した10μFと0.1μFのコンデン

サによりGNDからデカップリングする必要があります。
17～28 DB0～DB11 12本のパラレル・データ入力。DB11がこれら12ビットのMSB。

AD5344ピン機能説明
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出力電圧�

DACコード�

正の�
オフセット�

ゲイン誤差と�
オフセット誤差�

ゲイン誤差と�
オフセット誤差�

実測値�

理論値�

出力電圧�

DACコード�負の�
オフセット�

アンプの�
フットルーム�
(~1mV)

負の�
オフセット�

デッドバンド・コード�

実測値�

理論値�

出力電圧�

DACコード�

正のゲイン誤差�

負のゲイン誤差�

実測値�

理論値�

図3 正のオフセット誤差とゲイン誤差

図4 負のオフセット誤差とゲイン誤差

図2 ゲイン誤差

用語集
相対精度
DACの場合、相対精度すなわち積分非直線性（INL）は、
DAC伝達関数の上下両端を結ぶ直線からの最大偏差（LSB
数で表示）を表します。図5～7は、代表的なINLとコードと
の関係を表しています。

微分非直線性
微分非直線性（DNL）は、隣接する2つのコードの間におけ
る実測された変化と理論的な1 LSB変化との差をいいます。
最大±1LSBの微分非直線性の仕様は、単調性を保証するも
のです。このDACは設計により単調性を保証しています。
図8～10は、代表的なDNLとコードとの関係を表しています。

オフセット誤差
DACと出力アンプのオフセット誤差を表します。フルスケ
ール範囲のパーセント値で表示します。オフセット電圧が
正の場合は、出力電圧もゼロ入力コードに対して正になり
ます。図3にこの様子を示します。DACは単電源で動作する
ため、負のオフセットがバッファ・アンプ出力に現われる
ことはありません。その代わり、アンプ出力が飽和するゼ
ロ付近のコードが存在します（アンプのフットルーム）。こ
のコードの下には、出力電圧が変化しないデッドバンドが
存在します。この様子を図4に示します。

ゲイン誤差
DACのスパン誤差を表します（バッファ・アンプのすべて
のゲイン誤差を含みます）。理論値からの実際のDAC伝達特
性の傾きの差をフルスケール範囲のパーセント値で表した
ものです。図2に説明図を示します。
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オフセット誤差ドリフト
オフセット誤差の温度変化を表します。（フルスケール範囲
のppm）/℃で表示します。

ゲイン誤差ドリフト
ゲイン誤差の温度変化を表します。（フルスケール範囲の
ppm）/℃で表示します。

DC電源変動除去比（PSRR）
電源電圧変化のDAC出力に対する影響を表します。PSRRは、
VOUT変化のDACフルスケール出力のVDD変化に対する比で
す。dB値で表示します。VREFを2Vに固定して、VDDを±10%
変化させます。

DCクロストーク
フルスケール・コード変化（全ビット“0”から全ビット
“1”への変化、およびその逆変化）に対する応答としての、
1つのDACのミッドスケールにおける出力レベルのDC変化
と別のDACの出力変化。μVで表示します。

リファレンス・フイードスルー
DAC出力に変化がない時のDAC出力における信号振幅のリ
ファレンス入力に対する比（すなわち、LDACがハイ）。dB
値で表示します。

チャンネル間アイソレーション
1つのDAC出力における信号振幅と他のDACのリファレンス
入力に入力されたサイン波との比。一方のVREFピンをグラ
ウンドに接続し、他方のVREFピンに10kHz、4Vp-pのサイン
波を入力して測定します。dB値で表示します。

主要コード変化時のグリッチ・エネルギ
DACレジスタ内のコードの状態が変化したときに、アナロ
グ出力に注入されるインパルスのエネルギ。通常、nV-sec
で表すグリッチの面積として規定され、主要なキャリー変
化（011 ...11から100 ...00へまたは100 ...00から011 ...11へ）
時に、デジタル・コードが1LSBだけ変化したときに測定さ
れます。

デジタル・フイードスルー
DAC出力に書き込みが行われていない（CSがハイ）ときの、
デバイスのデジタル入力ピンからDACのアナログ出力に注
入されるインパルスを表します。nV-secで規定され、デジ
タル入力ピンでのワーストケース変化、例えば全ビット“0”
から全ビット“1”への変化、またはその逆の変化のときに
測定されます。

デジタル・クロストーク
1のDACの入力レジスタにおけるフルスケール・コード変化
（全ビット“0”から全ビット“1”への変化、およびその逆
変化）から、ミッドスケール・レベルにある別のDACの出
力に混入したグリッチ・インパルス。nV-secで表示します。

アナログ・クロストーク
あるDACの出力変化に起因して、別のDAC出力に混入する
グリッチ・インパルス。LDACビットがハイの間に、入力レ
ジスタの1つにフルスケール・コード変化（全ビット“0”
から全ビット“1”への変化、およびその逆変化）をロード
してします。その後で、LDACにロー・パルスを入力して、
デジタル・コードが変化しないDACの出力をモニターしま
す。グリッチの面積はnV-secで表示します。

DAC間クロストーク
デジタル・コードの変化とそれに続くあるDACの出力変化
に起因して、別のDAC出力に混入するグリッチ・インパル
ス。これには、デジタル・クロストークとアナログ・クロ
ストークの両方が含まれます。LDACピンをロー・に設定し
て、DACの1つにフルスケール・コード変化（全ビット“0”
から全ビット“1”への変化、およびその逆変化）をロード
して、別のDAC出力をモニターして測定します。グリッチ
の電力はnV-secで表示します。

マルチプル帯域幅
DAC内のアンプは有限な帯域幅を持っています。マルチプ
ル帯域幅はこれを表します。入力された基準サイン波
（DACにフルスケール・コードをロード）は、出力に現われ
ます。マルチプル帯域幅は、出力振幅が入力より3dB小さく
なる周波数で表します。

合計高調波歪み（THD）
理論サイン波とDACを使ったために減衰したそのサイン波
との差。DACに対して基準としてサイン波を使ったときに、
DAC出力に現われる高調波がTHDになります。dB値で表示
します。
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図5 AD5334の代表的なINLプロット 図6 AD5335の代表的なINLプロット 図7 AD5336の代表的なINLプロット

図8 AD5334の代表的なDNLプロット 図9 AD5335の代表的なDNLプロット 図10 AD5336の代表的なDNLプロット

図11 AD5334のINL誤差および
DNL誤差対 VREF

図12 AD5334のINL誤差および
DNL誤差対温度

図13 AD5334のオフセット誤差
およびゲイン誤差対温度
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図14 オフセット誤差および
ゲイン誤差対 VDD

図15 VOUTの電流ソース／シンク能力 図16 供給電流対 DACコード

図17 供給電流対電源電圧 図18 パワーダウン電流対電源電圧 図19 電源電流対ロジック入力電圧

図20 1/2スケール設定（1/4～3/4
スケールへのコード変化）

図21 パワーオン・リセット時の
0V出力

図22 パワーダウン終了時の
ミッドスケール出力
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図23 VDD＝3VおよびVDD＝5Vでの
IDDヒストグラム

図26 フルスケール誤差対 VREF 図27 DAC間クロストーク

図24 AD5344の主要コード変化時の
グリッチ電力 図25 マルチプル帯域幅（小信号周波数応答）

機能説明
AD5334（8ビット）AD5335（10ビット）AD5336（10ビッ
ト）AD5344（12ビット）は、CMOSプロセスで製造された
抵抗ストリング型クワッドDACです。パラレル・インター
フェースを使って書き込みを行い、2.5～5.5V単電源で動作
し、出力バッファ・アンプはレールtoレールの出力振幅を
提供します。AD5334/AD5336に内蔵のバッファアンプのゲ
インを1または2に設定して、0～VREFまたは0～2×VREFの出
力電圧範囲が得られます。AD5335/AD5344はゲイン1の出力
バッファを内蔵しています。
これらのデバイスは、消費電流を3Vで80nAまで減少させる
パワーダウン機能を持っています。

D/Aコンバータ部
DACチャンネルのアーキテクチャは、リファレンス・バッ
ファと抵抗ストリング型DAC、およびそれに続く出力バッ
ファ・アンプから構成されています。VREFピンの電圧は、
DACに対するリファレンスを提供します。図28に、DACア
ーキテクチャのブロック図を示します。DACへの入力コー
ドは自然2進を使っているため、理論出力電圧は次式で得ら
れます。

ここで、
D＝DACレジスタにロードされるバイナリ・コードの10進
数表示。
AD5334（8ビット）の場合0～255
AD5335/AD5336 （10ビット）の場合0～1023
AD5344（12ビット）の場合0～4095

N＝DACの分解能

GAIN＝出力アンプ・GAIN（1または2）

VOUT

ゲイン�

DACレジスタ�入力レジスタ� 抵抗ストリング�

出力バッファ・アンプ�

VREF

V V
D

GainOUT REF N
= � �

2
×� ×�

図28 シングルDACチャンネルのアーキテクチャ
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抵抗ストリング
図29に、抵抗ストリング部分を
示します。各値がRのシンプル
な抵抗のストリングになってい
ます。DACレジスタにロードさ
れるデジタル・コードにより、出
力アンプに供給する電圧を取
り出すストリング上のノードが
決定されます。スイッチの内の
1つが閉じてストリングがアンプ
に接続されて、電圧が取り出
されます。抵抗のストリングで
あるため、単調性が保証され
ます。

DACのリファレンス入力
DACは、外部リファレンスを使用して動作します。リファレンス入力に
はバッファがなく、入力範囲は0.25V～VDDです。各DACのインピー

ダンスは、0～VREFモードの場合180kΩ（typ）で、0～2×VREFモード

の場合90kΩと、大きな値を維持しています。AD5336/AD5344は
各DACに対して個別にリファレンス入力を持っていますが、
AD5334/AD5335はDACの各対（A/BとC/D）に対してリファレンス入
力を持っています。

出力アンプ
出力バッファアンプは、両レールの内側1mVまでの出力電圧を発生
できます。実際の範囲は、VREF、ゲイン、VOUT上の負荷、オフセット

誤差に依存します。
ゲイン1を選択した場合（GAIN＝0）、出力範囲は0.001V～VREFに

なります。
ゲイン2を選択した場合（GAIN＝1）、出力範囲は0.001V～2VREFに

なります。ただし、クランプのため、最大出力はVDD－0.001Vに制限

されます。
この出力アンプは、GNDまたはVDDに接続された2kΩと、これに並

列接続された500pFの負荷を駆動できます。図15に、出力アンプの
ソース能力とシンク能力を示します。
スルーレートは0.7V/μsであり、±0.5LSBへのハーフスケール・セト
リング・タイム（8ビット）は、出力無負荷で6μsです。図20を参照して
ください。

パラレル・インターフェース
AD5334/AD5336/AD5344では、8ビット・ワード、10ビット・ワード、ま
たは12ビット・ワード単位としてデータをロードしますが、AD5335では
8ビットの下位バイトと2ビットの上位バイトとしてデータをロードします。

ダブルバッファ化された入力ロジック
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344 DACはすべて、入力レジスタ
とDACレジスタで構成されるダブル・バッファ化されたインターフェー
スを持っています。DACデータとGAINの各入力（存在する場合）は、
チップ・セレクト（CS）と書き込み（WR）ピンの制御のもとで入力レジ
スタに書き込まれます。
DACレジスタに対するアクセスは、LDAC機能により制御されます。
LDACビットがハイに設定されると、DACレジスタがラッチされるた
め、DACレジスタの内容に影響を与えずに入力レジスタの状態を

変えられます。ただし、LDACがローになると、DACレジスタはトラン
スペアレントになり、入力レジスタの値がこのレジスタに転送されます。
ゲイン・コントロール信号もダブル・バッファ化されており、LDACがロ
ーのときのみ更新されます。
この機能は、すべてのDAC出力とペリフェラルの同時更新が必要
な場合には便利です。
すべての入力レジスタに個別に書き込んだ後、LDAC入力にロー・
パルスを入力して、全出力を同時に更新します。
ダブル・バッファを使うと全データ・ワードを並列に組み立てた後に、
DACレジスタを更新できるため、AD5335のようにDACデータが2バ
イトでロードされる場合にも便利です。また、DACレジスタが上位バ
イトまたは下位バイトのみで更新された場合の擬似出力を防止す
ることもできます。
これらのデバイスには、追加機能があります。この機能を使うと、
LDACがローになった後に入力レジスタの更新が済んでいない場
合、これが済むまでDACレジスタの更新を行わないようにできます。
通常、LDACがローになると、DACレジスタには入力レジスタの値
がロードされます。AD5334/AD5335/AD5336/AD5344の場合、直
前のDACレジスタの更新が行われた後でも、入力レジスタの更新
が済んでいなれば、DACレジスタの更新は行いません。この機能
により不要なクロストークを防げます。

クリア入力（CLR）
CLRはアクティブ・ローの非同期クリアであり、入力レジスタとDACレ
ジスタをリセットします。AD5344にはCLR機能がないことに注意して
ください。

チップ・セレクト入力（CS）
CSはアクティブ・ロー入力であり、デバイスを選択します。

書きこみ入力（WR）
WRはアクティブ・ロー入力であり、デバイスに対するデータの書き込
みを制御します。データはWRの立ち上がりエッジで入力レジスタに
ラッチされます。

ロードDAC入力（LDAC）
LDACは、入力レジスタからDACレジスタにデータを転送します（し
たがって出力が更新されます）。LDAC機能を使うと、DACデータ
とGAINデータのダブル・バッファ処理が可能になります。次の2つ
のLDACモードが存在します。
同期モード：このモードでは、WR入力の立ち上がりエッジで新しい
データが読み込まれた後に、DACレジスタが更新されます。LDAC
はローに固定できます。あるいは図1のようにパルス入力できます。
非同期モード：このモードでは、入力レジスタが書き込まれると同時
に出力は更新されません。LDACがローになったときに、DACレジ
スタは入力レジスタの値で更新されます。

上位バイト・イネーブル入力（HBEN）
上位バイト・イネーブルは、AD5335にのみ存在するコントロール入力
であり、上位バイト入力レジスタまたは下位バイト入力レジスタのい
ずれにデータを書き込むかを指定します。
AD5335の下位データ・バイトはデータ・ビット0～7（データ入力DB0
～DB7）で構成され、上位バイトはデータ・ビット8と9（データ入力

DB0とDB1）で構成されています。上位バイトの書き込み時にはDB2
～DB7は無視されます。図30を参照してください。

出力アンプへ�

R

R

R

R

R

VREF

図29 抵抗ストリング
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パワーオン・リセット
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344はパワーオン・リセット機
能を内蔵しているため、規定の状態でパワーアップします。
パワーオン状態では、以下の通りになります。
・通常動作
・出力範囲：0～VREF
・出力電圧が0Vに設定。
入力レジスタとDACレジスタにはゼロが設定され、デバイ
スに有効な書き込みシーケンスが実行されるまでこの状態
が維持されます。この機能は、デバイスのパワーアップ時
のDAC出力状態が既知である必要のあるアプリケーション
で特に便利です。

パワーダウン・モード
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344は低消費電力であり、3V
電源で1.5mW、5V電源で3mWの低消費電力です。DACをパ
ワーダウン・モードにしてDACを使用しない場合、消費電
力をさらに削減できます。PDピンをローに設定すると、こ
のパワーダウン・モードが選択されます。PDビットをハイ
に設定すると、DACは5Vで600μA （typ）の消費電流で動

作します（3Vでは500μA ）。ただし、パワーダウン・モー
ドでは、DACがパワーダウンすると、供給電流は5Vで
200nAに減少します（3Vでは80nA）。供給電流が減少するだ
けでなく、出力ステージも内部的にアンプ出力から切り離
されてオープンになります。この機能には、デバイスのパ
ワーダウン・モード中に出力がスリーステートになるため、
DACアンプ出力に接続されているものに依存せずに一定の
入力条件を提供できるというメリットがあります。図31に、
出力ステージを示します。

パワーダウン・モードのときは、バイアス・ジェネレータ、
出力アンプ、抵抗ストリング、およびその他の関係するす
べてのリニア回路はすべてシャットダウンされます。ただ
し、レジスタの値はパワーダウン・モードで影響を受ける
ことはありません。パワーダウン・モードから抜け出す時
間は、VDD＝5Vのときは2.5μs（typ）で、VDD＝3Vのときは
5μs（typ）です。
この時間は、PDピンの立ち上がりエッジから、出力電圧が
パワーダウン電圧から変化するまでの時間に該当します。
図22を参照してください。

表I AD5334/AD5336/AD5344の真理値表

DB8DB9XXXX

上位バイト�

下位バイト�

X＝未使用ビット�

DB0DB1DB2DB3DB4DB5DB6DB7

X X

抵抗ストリング型�
DAC

パワーダウン回路�

アンプ� VOUT

図30 AD5335のデータ・フォーマット

図31 パワーダウン時の出力ステージ
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表II AD5335の真理値表
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推奨データ・バス・フォーマット
多くのアプリケーションでは、AD5334/AD5336のGAIN入力は
ハード・ワイヤ接続で固定されていますが、さらに柔軟性が必
要な場合には、これらをデータ・バスに含めることができます。
こうすることにより、GAINがソフトウェアから設定でき、DAC
の下側半分の範囲での分解能を倍にするオプションを用意で
きます。バス化したシステムでは、GAINは書き込み動作中に
デバイスに書き込みを行い、LDACをローにしてそれを有効に
できるため、データ入力として扱えます。これは、複数のDAC
デバイス内の出力アンプ・ゲインを共通のGAINラインを使って
制御できることを意味します。
AD5336のデータ・バスは、少なくとも10ビット幅である必要が
あり、16ビットのデータ・バス・システムに適しています。
GAINを16ビット・データ・バスに出力する際のデータ・フォーマ
ットを図32に示します。実際のDACデータより上の未使用ビット
は、GAINに使用できることに注意してください。

アプリケーション情報

代表的なアプリケーション回路
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344は、広範囲なリファレンスで
使用できます。0.25V～VDDのリファレンス範囲に対して0.25の

整数倍機能を必要とする広範囲なリファレンスで使用できま
す。一般的には、これらのデバイスは固定の高精度リファレン
スと組み合わせて使用できます。図33に、外部リファレンスを
リファレンス入力に接続した場合の代表的な接続を示します。
5V動作に適するリファレンスは、AD780とREF192（2.5Vリファ
レンス）です。2.5V動作に対しては、1.23Vのバンドギャプ・リ
ファレンスを使用する外部リファレンスAD589が適しています。

VDDに対するリファレンスの使用
0V～VDDの出力範囲が必要な場合、最も簡単なソリューション

はリファレンス入力をVDDに接続することです。この電源は精

度が低くノイズが多いので、図34に示すADM663または
ADM666のような5Vリファレンスを使ってデバイスに電源を供
給することもできます。

AD5334/AD5335/AD5336/AD5344を使用するバイポーラ動作
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344は単電源動作用に設計され
ていますが、図35に示す回路を使うと、バイポーラ出力範囲
も可能です。この回路は－5V＜VO＜＋5Vの出力電圧範囲が

得られます。出力アンプとしてAD820またはOP295を使用する
と、アンプ出力でのレールtoレール動作が可能です。
任意の入力コードに対する出力電圧は次のように計算できます。

VO＝[(1＋R4/R3)×(R2/(R1＋R2)×(2×VREF×D/2N)]－R4×VREF/R3

ここで、
Dは、DACレジスタにロードされるバイナリ・コードの10進数表
示。NはDAC分解能で、VREFはリファレンス電圧入力にあたり、

値は以下の通りです。

VREF＝2.5V

R1＝R3＝10kΩ
R2＝R4＝20kΩ、VDD＝5V

VOUT＝（10×D/2N）－5

DB0DB1DB2DB3DB4DB5DB6DB7DB8DB9ゲイン�XX

AD5336

XX

X = 未使用ビット�

X

図32 8ビット・バスにGAINデータをバイト・ロード
する際のAD5336データ・フォーマット
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AD589 を VDD = 2.5V
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GND

V
REF OUT

VIN

外部�

*VREFとVOUTは1チャンネル分のみ表示しています。�

10µF

*VREFとVOUTは1チャンネル分のみ表示しています。�
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GND
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または�
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VIN
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VDD
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�
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�
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20kΩ�
�

R4
20kΩ�
�

± 5V
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0.1µF

0.1µF 10µF

REF

図33 外部リファレンスを使用する場合の
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344の接続

図35 AD5334/AD5335/AD5336/AD5344を使用する
バイポーラ動作

AD5334/AD5335/
AD5336/AD5344

VOUT*

VDD

GND

VREF*
GND
VOUT(2)

VIN

ADM663/ADM666

VSET SHDN

SENSE

6 ～�16V

*V REFとV OUTは1チャンネル分のみ表示しています。�  

0.1µF 10µF

0.1µF

図34 ADM663/ADM666をAD5334/AD5335/AD5336/
AD5344の電源およびリファレンスとして使用
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複数のAD5334/AD5335/AD5336/AD5344のデコード処理
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344のCSピンは、複数のDACを
デコードするアプリケーションで使用できます。このアプリケーショ
ンでは、システム内のすべてのDACが同じデータとWRパルスを
受信しますが、複数のDACの内の1つに対するCSだけがアクテ
ィブにされるため、そのCSがローになっているDACだけにデータ
が書き込まれます。複数のAD5343を使用する場合には、選択さ
れたDACの上位バイト・レジスタまたは下位バイト・レジスタのい
ずれにデータを書き込むかを指定する共通のHBENラインも必要
になります。
74HC139は4：2デコーダとして使用されて、システム内のDACの1
つをアドレス指定します。タイミング誤差を防止するため、デコード
されるアドレス入力の変化中は、イネーブル入力を非アクティブ状
態にしておきます。図36に、システム内で複数のデバイスをデコー
ドする代表的な回路を示します。システム内の全DACにデータを
シーケンスに沿って書き込んだ後、共通のLDACラインを使って
同時に全DACを更新できます。共通のCLRラインは、すべての
DAC出力をゼロにリセットする際にも使うことができます（ただし
AD5344は除きます）。

図38 プログラマブルな電流源

AD5334/AD5335/AD5336/AD5344をデジタル的にプログラ

マブルなウインドウ検出器として応用
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344内蔵の2個のDACを使用し
た、デジタル的にプログラマブルな検出器を図37に示します。デバ
イス内のDACの任意の対を使用できますが、説明を分かり易くす
るため、ここではDAC AとDAC Bについて説明します。
正しいリファレンス入力をリファレンス源に接続するように注意して
ください。AD5334/AD5335では、DAC AとDAC Bに対してリファ
レンス入力VREFA、B、およびDAC CとDAC Dに対してリファレンス
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プログラマブルな電流源
図38に、プログラマブルな電流源の制御要素として使用した
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344を示します。この例では、フル
スケール電流は1mAに設定されています。DAC出力電流は、4.7
kΩの電流設定抵抗と直列に接続した470Ωの調整用ポテンショ
メータ（約±5%の調整が可能）を通して出力されます。アンプのフィ
ードバック・ループに使用する適切なトランジスタとしては、BC107や
2N3904などがあります。このトランジスタはVSOURCE最小6Vからの電

流源動作を可能にします。動作範囲はトランジスタの動作特性によ
り決定されます。適するアンプとしてはAD820やOP295などがあり、
ともに出力でのレールtoレール動作が可能です。任意の入力コード
に対する出力電流値と抵抗値は次のように計算できます。

ここで、
GはバッファアンプのGAIN（1または2）
Dはデジタル入力コード
NはDACの分解能（8/10/12ビット）
Rは抵抗と調整用ポテンショメータの合計抵抗値（kΩ）

イネーブル�

コードした�
アドレス�

1G

1A

1B

VDD

VCC

74HC139

DGND

1Y0

1Y1

1Y2

1Y3

A0
A1

HBEN
WR

LDAC
CLR

A1
A0
HBEN*
WR
LDAC
CLR
CS

デ
ー
タ
バ
ス
�

*AD5335のみ�

A1
A0
HBEN*
WR
LDAC
CLR
CS

A1
A0
HBEN*
WR
LDAC
CLR
CS

A1
A0
HBEN*
WR
LDAC
CLR
CS

AD5334/AD5335/
AD5336/AD5344

AD5334/AD5335/
AD5336/AD5344

AD5334/AD5335/
AD5336/AD5344

AD5334/AD5335/
AD5336/AD5344

データ入力�

データ入力�

データ入力�

データ入力�

入力VREFC、Dの2本しか持っていません。例えば、DACAとDAC

Bを使用する場合は、VREFA、Bが必要です。DAC CとDAC D、

およびVREFC、Dは他の用途に使用できます。AD5336/AD5344は、

各DACに対して個別にリファレンス入力を持っています。
テストする上限値と下限値をDACAとDAC Bにロードして、その出
力をCMP04に入力します。VIN入力の信号が設定されたウインド
ウ外にある場合、LEDの点灯によって表示します。

図37 プログラマブルなウインドウ検出器

図36 複数のDACデバイスのデコード

I G V
R
mAREF N

= × � �
�( )
D

2
×�

×�



AD5334/AD5335/AD5336/AD5344

18 REV.0

AD5334/AD5335/AD5336/AD5344を使用する粗調整と微調整
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344に内蔵されている2個の
DACの対を使用して、粗調整と微調整の機能が実現できま
す（図39）。前述のウインドウ検出器の場合と同様に、DAC
AとDAC Bの例で説明します。リファレンスの接続は使用す
る実際のデバイスに依存します。
DACAは粗調整に、DAC Bは微調整に、それぞれ使用しま
す。R1とR2の比を変えると、粗調整と微調整の相対的効果
が変わります。図示した抵抗値を使用すると、DAC A出力
に対して出力アンプはゲイン1を持ち、出力範囲は0～
（VREF－1LSB）になります。

DAC Bに対しては、アンプはゲイン7.6×10－3を持ち、
DACAの2 LSBに等しい範囲をDAC Bに与えます。
この回路では2.5Vのリファレンスを使用していますが、最
大VDDまでのリファレンスを使えます。表示したオペアン
プはレールtoレールの出力振幅を可能にします。

電源のバイパスとグラウンド接続
精度が重要な回路では、電源とグラウンド・リターンのレ
イアウトを注意深く行うと、定格性能の保証に役立ちます。
AD5334/AD5335/AD5336/AD5344を実装するプリント回路ボ
ードは、アナログ部とデジタル部を分離して、ボードの一
定領域にまとめて配置するように設計してください。複数
のデバイスがAGNDとDGNDの接続を必要とするシステム
内でデバイスを使用する場合は、この接続は1ヵ所で行う必
要があります。デバイスのできるだけ近くに星型のグラウ
ンド・ポイントを構成する必要があります。AD5334/AD5335/
AD5336/AD5344に対しては、10μFと0.1μFのコンデンサを
パラレル接続し、十分な電源バイパスをパッケージのでき
るだけ近くの電源に、理想的にはデバイスのすぐ隣に接続
する必要があります。10μFコンデンサはタンタルのビーズ
型を使います。0.1μFコンデンサは、高周波でグラウンド
に対する低インピーダンス・パスを提供するセラミック型
など、実効直列抵抗（ESR）が小さく、かつ実効直列イン
ダクタンス（ESI）が小さいものを使って、内部ロジックの
切替による過渡電流を処理する必要があります。
デバイスの電源ラインには、できるだけ太いパターンを使
って低インピーダンス・パスを実現して、電源ライン上で
のグリッチの効果を抑えてください。クロックなどの高速
スイッチング信号はデジタル・グラウンドでシールドして、
ボード上の他の部品へノイズを放出しないようにし、リフ
ァレンス入力の近くを通らないようにします。デジタル信
号とアナログ信号の交差は回避する必要があります。ボー
ドの反対側のパターンは、互いに右角度となるように配置
します。これにより、ボードを通過するフイードスルーの
効果を削減できます。マイクロストリップ技術の使用は最
善ですが、両面ボードでは常に使用できるとは限りません。
この技術では、ボードの部品面をグラウンド・プレーン専
用にし、信号パターンはハンダ面に配置されます。
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図39 粗調整と微調整
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シングル� BUF GAIN HBEN CLR
AD5330 8 ±�0.25 1 6 µ�s TSSOP 20
AD5331 10 ±�0.5 1 7 µ�s TSSOP 20
AD5340 12 ±�1.0 1 8 µ�s TSSOP 24
AD5341 12 ±�1.0 1 8 µ�s TSSOP 20

デュアル�
AD5332 8 ±�0.25 2 6 µ�s TSSOP 20
AD5333 10 ±�0.5 2 7 µ�s TSSOP 24
AD5342 12 ±�1.0 2 8 µ�s TSSOP 28
AD5343 12 ±�1.0 1 8 µ�s TSSOP 20

クワッド�
AD5334 8 ±�0.25 2 6 µ�s TSSOP 24
AD5335 10 ±�0.5 2 7 µ�s TSSOP 24
AD5336 10 ±�0.5 4 7 µ�s TSSOP 28
AD5344 12 ±�1.0 4 8 µ�s TSSOP 28

 

シングル�
AD5300 8 1 ±�0.25 SPI 4 µ�s SOT-23, µSOIC 6, �8�
AD5310 10 1 ±�0.5 SPI 6 µ�s SOT-23, µSOIC 6, �8�
AD5320 12 1 ±�1.0 SPI 8 µ�s SOT-23, µSOIC 6, �8�

AD5301 8 1 ±�0.25 2線式� 6 µ�s SOT-23, µSOIC 6, �8�
AD5311 10 1 ±�0.5 2線式� 7 µ�s SOT-23, µSOIC 6, �8�
AD5321 12 1 ±�1.0 2線式� 8 µ�s SOT-23, µSOIC 6, �8�

デュアル�
AD5302 8 2 ±�0.25 SPI 6 µ�s µSOIC 8�
AD5312 10 2 ±�0.5 SPI 7 µ�s µSOIC 8�
AD5322 12 2 ±�1.0 SPI 8 µ�s µSOIC 8�

AD5303 8 2 ±�0.25 SPI 6 µ�s TSSOP 16�
AD5313 10 2 ±�0.5 SPI 7 µ�s TSSOP 16�
AD5323 12 2 ±�1.0 SPI 8 µ�s TSSOP 16�

クワッド�
AD5304 8 4 ±�0.25 SPI 6 µ�s µSOIC 10�
AD5314 10 4 ±�0.5 SPI 7 µ�s µSOIC 10�
AD5324 12 4 ±�1.0 SPI 8 µ�s µSOIC 10�

AD5305 8 4 ±�0.25 2線式� 6 µ�s µSOIC 10�
AD5315 10 4 ±�0.5 2線式� 7 µ�s µSOIC 10�
AD5325 12 4 ±�1.0 2線式� 8 µ�s µSOIC 10�

AD5306 8 4 ±�0.25 2線式� 6 µ�s TSSOP 16�
AD5316 10 4 ±�0.5 2線式� 7 µ�s TSSOP 16�
AD5326 12 4 ±�1.0 2線式� 8 µ�s TSSOP 16�

AD5307 8 4 ±�0.25 SPI 6 µ�s TSSOP 16�
AD5317 10 4 ±�0.5 SPI 7 µ�s TSSOP 16�
AD5327

当社webサイト、http://www.analog.com/support/standard_linear/selection_guides/AD53xx.htmlを参照してください。�

12 4 ±�1.0 SPI 8 µ�s TSSOP 16�

製品番号�

製品番号�

分解能�

分解能� DAC数� DNL パッケージ� ピン数�セトリング・タイム�インターフェース�

DNL VREFピン数�セトリング・タイム� 追加ピン機能� パッケージ�ピン数�

✔ ✔ ✔
✔ ✔

✔ ✔ ✔
✔ ✔ ✔ ✔

✔
✔ ✔ ✔
✔ ✔ ✔

✔ ✔

✔

✔✔
✔ ✔

✔

表III AD53xxパラレル・デバイスの一覧

表IV AD53xxシリアル・デバイスの一覧



20 REV.0

P
R
IN
T
E
D
 IN
 J
A
P
A
N

T
D
S
9/
20
00
/2
00
0

AD5334/AD5335/AD5336/AD5344

このデータシートはエコマーク認定の再生紙を使用しています。
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28 15

141

0.386 (9.80)
0.378 (9.60)

0.256 (6.50)
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0.169 (4.30)

ピン1

ピン1

実装面�

実装面�
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外形寸法
サイズはインチと（mm）で示します。

24ピン薄型シュリンク・スモール・アウトライン・パッケージTSSOP
（RU-24）

28ピン薄型シュリンク・スモール・アウトライン・パッケージTSSOP
（RU-28）


